
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Integrated Arts and Sciences〉 Regional Sciences (Master’s Degree) — Environmental Symbiosis Studies [⇒Japanese]

環境政策特論 2 units (compulsory) 1st-year(1st semester), 2nd-year(1st semester)

Satoshi Kurisu · Professor / Environmental Symbiosis Studies, Regional Sciences, Tatsuo Hamano · Professor / Environmental Symbiosis Studies, Regional Sciences

Target〉 環境政策について総合的に理解することによって，持続可能な社会や地
域に向けての環境ガバナンスのあり方を把握する．

Outline〉 授業の前半においては，政治理論，環境政治学・政策学の観点から，現
代社会における総合的な環境ガバナンスのあり方について検討する．市民社
会，経済，国家と環境問題の関係，あるいは社会や地域の環境問題を巡る参
加・討議民主主義などが具体的な検討事項である (栗栖聡/8回)．授業の後半
においては，自然科学，特に水産学や生態学の観点から環境問題を提起する
とともに，解決に成功した事例を時系列で追いながら，環境政策や持続可能
な地域振興について検討する (浜野龍夫/7回)．

Goal〉 環境ガバナンスの総合的理解
Schedule〉

1.文系から見た環境問題 (栗栖聡)
2.環境問題と社会システム (国家，市民社会，経済)(栗栖聡)
3.ガバメントとガバナンス (栗栖聡)
4.環境ガバナンスと持続可能性ガバナンス (栗栖聡)
5.環境問題と参加民主主義 (栗栖聡)
6.環境問題と討議民主主義 (栗栖聡)
7.環境影響評価と民主主義 (栗栖聡)
8.地域環境問題と民主主義 (栗栖聡)
9.理系からみた環境問題とその抽出 (浜野龍夫)

10.環境影響評価の技術 (浜野龍夫)
11.環境コミュニケーションの構築 (浜野龍夫)
12.環境問題を解決する技術開発 (浜野龍夫)
13.産官学協働による地域環境問題の解決 (浜野龍夫)
14.地域の産業振興と地域環境政策 (浜野龍夫)
15.環境政策への提言 (浜野龍夫)

Evaluation Criteria〉 平常点 (討論)とレポート
Re-evaluation〉 再評価なし
Textbook〉 なし
Reference〉 授業中に適時指示する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218023
Contact〉
⇒ Kurisu (2207-1, +81-886567185, kurisu@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail
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